
第２号様式（第５条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞令和６年 10 月 22 日 

事業者情報 

事業者名 大森西地区自治会連合会 

代表者 職・氏名 
職名 会長 

氏名 濱 勝康 

ホームページ URL（任意）  

事業者ロゴ（任意） 

 

 

 

 

 

 

コハマちゃん（連合会キャラクター） 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

大森西地区連合会では「守れる命 大森西 地域防災力」を標語として、地区の 21 自治

会・町会が中心となって、地域防災に関する事業を継続しています。地域防災は、地域が

主体となって取り組むことが重要と考えます。こうした事業を通じて、自分達のまちを自

分達で守る気運を高め、安心・安全なまちづくりを進めるとともに、地域の担い手づくり

にも繋げ、持続可能な取組としていくことを目指します。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

  〇●    

      

    〇●  



     

 

      

 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

３ 

・避難行動要支援者対策として、令

和５年度から「タオルを活用した

見守り一斉訓練」を実施しました。 

・21 町会で一斉実施、昨年度は要

支援者名簿記載者の 512 人を対象

に呼びかけ、45％に当たる 232 人

に参加いただきました。 

・本年度も 12月１日に実施予定で

す。継続的に行うことで、要支援者

と地域の「顔の見える関係」を継続

していきます。 

・こうした活動の積み重ねにより、

発災時における安否確認に繋げ、

包摂的な地域づくりを進めます。 

１１ 

・地域防災の担い手づくりとして

小中学校の保護者やおやじの会に

主に呼びかける「地域防災ボラン

ティア」の募集を実施しました。 

・令和４年度末から６年度まで、開

桜小、大森第八中の保護者等 57 名

に登録いただきました。 

・既登録者に対しては、学校防災活

動拠点訓練への参加を呼びかける

ほか、他校でも募集を行い、災害時

の協力体制に繋げていきます。 

・同事業の対象は、保護者世代であ

り、事業への参加呼びかけを通じ、

地域の担い手づくりに繋げます。 

 


